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歳の神歳の神
一月の中旬を迎え、各地で伝統行事「歳の神」が催されました。一月の中旬を迎え、各地で伝統行事「歳の神」が催されました。
人々は炎を囲んで集まり、今年一年の健康を祈願しました。人々は炎を囲んで集まり、今年一年の健康を祈願しました。

今月の町勢

平成 23 年２月１日現在

■世帯数　１，２１０世帯

■人口　　　３，８６４人

　　男　　　１，８７２人

　　女　　　１，９９２人

■転入　　２人／転出　　９人

■出生　　３人／死亡　　４人
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１
月
８
日
（
土
）、
町
中
央

公
民
館
に
お
い
て
「
新
春
町
民

交
歓
会
」
が
開
か
れ
、
来
賓
を

は
じ
め
と
し
て
町
内
外
か
ら

１
２
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
町
長
が
昨
年
一
年

を
振
り
返
る
と
と
も
に
今
年
の

町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、「
町

民
の
幸
せ
を
最
優
先
に
、『
こ

の
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
』、

『
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私
の
座

右
の
銘
で
あ
り
ま
す
『
信
念
』

を
も
っ
て
、
更
に
積
極
的
に
町

行
政
の
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と

年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。祝

電
披
露
の
後
、
各
機
関
・

団
体
及
び
企
業
等
の
新
規
紹
介

各機関・団体及び企業等新規紹介者
（※　順不同・敬称略）

・磐梯町教育委員会　委員　 宮森 優治

・磐梯第一小学校　校長　 田中　 淳

・猪苗代警察署 磐梯駐在所　班長　 森 　　俊

・磐梯町保健医療福祉センター　医師　 木村 佳弘

・磐梯町保健医療福祉センター　医師　 中山 総一郎

・磐梯町社会福祉協議会　会長　 田　 勇

・布藤堰土地改良区　副理事長　 本田 一男

・あいづ農業協同組合 磐梯支店　
　　 統括支店長　 武藤 武美

・あいづ農業協同組合 磐梯支店
　　 磐梯営農センター長　 鈴木 幸一

・日曹金属化学㈱会津工場　
　　 総務グループリーダー　 山口 宰弘

・磐梯産業㈱　取締役業務部長　 古川 一雄

・磐梯産業㈱　輸送部長代理　 田中 伸一

・関東水力工事㈱ 会津支社　工務部長　 増山　 朗

・東北電力㈱会津若松支社　副支社長　 佐々木 昇

・東京電力㈱猪苗代電力所　所長　 新妻 常正

・奥羽大学歯学部付属病院　庶務課長　 白戸　 孝

・社会福祉法人 心愛会　理事長　 三瓶 英才

が
行
わ
れ
、 

穴
澤
町
議
会
議
長

の
発
声
で
乾
杯
、
祝
宴
に
入
り

ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
宝
生
会
に
よ
る

祝
謡
が
披
露
さ
れ
、
新
春
の
華

や
い
だ
会
場
で
参
加
者
は
和
や

か
に
新
年
の
抱
負
を
語
り
合
い

ま
し
た
。 

な
お
、
各
機
関
・
団
体
及
び

企
業
等
の
代
表
者
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
方
々
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

新
春
町
民
交

新
春
町
民
交
歓歓
会会

七
日
七
日
市市

出
初
め

出
初
め
式式

１
月
７
日
（
金
）、
磐
梯

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｏ

Ｕ
・
ゆ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
新

春
恒
例
の
「
七
日
市
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
の
「
七
日
市
」
は
会

津
地
方
で
年
明
け
最
も
早
く
開

か
れ
る
「
市
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
、
雪
が
降
り

し
き
る
中
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。関

係
者
代
表
に
よ
る
樽
酒
鏡

開
き
に
よ
り
市
が
開
か
れ
る

と
、
市
神
入
神
式
が
執
り
行
わ

れ
、
商
売
繁
盛
や
新
入
学
児
童

の
学
業
成
就
、
交
通
安
全
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
神
事

の
後
に
は
、
市
に
集
ま
っ
た
今

春
入
学
予
定
の
子
ど
も
達
に
記

念
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
商
工
会
青
年
部
の

だ
る
ま
・
風
車
・
起
き
上
が
り

小
法
師
な
ど
の
縁
起
物
の
初
売

を
は
じ
め
、
大
判
焼
き
や
焼
き

そ
ば
な
ど
の
屋
台
、
大
型
バ
ス

に
よ
る
移
動
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど

多
数
が
出
店
し
、
初
春
の
福
を

求
め
る
人
び
と
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

起き上がり小法師は、放り投げてよく起き上がるものが
よいとされます

市神入神式

山神社において無火災を祈願

整然と行進する消防団

風車やだるまなど多くの縁起物が
並びました

１
月
９
日
（
日
）、
磐
梯
町

消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

雪
が
降
り
積
も
る
中
、
役
場

前
に
集
合
し
た
消
防
団
員
は
、

消
防
ラ
ッ
パ
の
演
奏
に
あ
わ
せ

て
整
然
と
行
進
し
、
大
寺
地
区

の
山
神
社
を
参
拝
し
て
無
火
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。

無
火
災
祈
願
後
は
、
町
中
央

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
式
典
を

開
き
、
日
本
消
防
協
会
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
や
来
賓
祝
辞
に

続
い
て
、
団
長
訓
示
に
よ
り
、

今
年
一
年
の
無
火
災
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
、
団
員
一
同
よ
り

一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組

む
決
意
を
し
ま
し
た
。

冬
期
間
は
、
火
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注

意
願
い
ま
す
。 
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羽
曽
部
さ
ん

羽
曽
部
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
活
動
を
報
告

青
年
海
外
協
力
隊
活
動
を
報
告

西
ア
フ
リ
カ 
ベ
ナ
ン
共
和
国
で
村
落
開
発
普
及
員
と
し
て
２
年
間
活
動

現
地
で
は
学
校
数
の
絶
対
的

な
不
足
や
慢
性
的
な
飲
み
水
不

足
な
ど
活
動
は
困
難
の
連
続
で

し
た
。

1
月
7
日
（
金
）、
羽
曽
部  

寛
さ
ん
（
本
寺
）
が
役
場
を
訪

れ
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動

を
報
告
し
ま
し
た
。

羽
曽
部
さ
ん
は
、
平
成
20
年

の
６
月
か
ら
平
成
22
年
６
月
ま

で
の
２
年
間
、
西
ア
フ
リ
カ
の

ベ
ナ
ン
共
和
国
で
村
落
開
発
普

及
員
と
し
て
主
に
小
学
校
に
お

け
る
公
衆
衛
生
普
及
活
動
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ナ
ン
共
和
国
で
の
活
動
に
つ
い
て

ベ
ナ
ン
共
和
国
で
の
活
動
に
つ
い
て

町
民
初
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
な
っ
た
羽
曽
部
さ
ん
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
２
年

間
、
青
年
海
外
協
力
隊
（
職

種
：
村
落
開
発
普
及
員
）
と
し

て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ナ
ン
共

和
国
の
パ
ラ
ク
ー
市
（JICA

※

国
際
協
力
機
構
の
事
務
所
の
あ

る
経
済
首
都
コ
ト
ヌ
ー
か
ら
北

へ
約
４
５
０
km
）
で
、
小
学
校

に
お
け
る
公
衆
衛
生
普
及
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ベ
ナ
ン

共
和
国
は
テ
レ
ビ
や
本
の
著
作

で
知
ら
れ
る
ゾ
マ
ホ
ン
・
ル

フ
ィ
ン
さ
ん
の
母
国
で
も
あ
る

の
で
馴
染
み
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ラ
ク
ー
市
で
は
パ
ラ
ク
ー

市
視
学
官
事
務
所
１
（
日
本
で

い
う
、
市
教
育
委
員
会
の
よ
う

な
と
こ
ろ
）
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
同
事
務
所
は
約
１
０
０
の

小
学
校
（
う
ち
、
公
立
は
約
70

校
）
を
管
轄
。
要
請
内
容
は
、

公
衆
衛
生
改
善
の
た
め
の
調
査

及
び
講
習
会
・
研
修
等
の
実
施

で
し
た
。

　

同
事
務
所
が
管
轄
す
る
小
学

校
の
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
校
舎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

が
大
半
を
占
め
ま
す
が
、
一
部

の
教
室
は
土
壁
や
ト
タ
ン
製
の

壁
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
み
と
い

う
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
30
名
〜

１
２
０
名
以
上
の
児
童
が
一
ク

ラ
ス
で
学
ん
で
お
り
、
慢
性

的
・
絶
対
的
な
小
学
校
不
足
の

状
況
で
す
。
水
道
は
、
３
分
の

２
程
の
学
校
に
し
か
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
蛇
口
の
数
は
お
お

む
ね
ひ
と
つ
の
み
。
従
っ
て
、

手
洗
い
は
お
ろ
か
、
飲
み
水
さ

え
も
実
質
的
に
制
限
さ
れ
て
お

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入

れ
て
持
参
す
る
児
童
も
多
く
見

か
け
ま
し
た
。
ト
イ
レ
（
大
便

用
）
は
３
分
の
１
程
度
の
小
学

校
に
し
か
存
在
せ
ず
、そ
の
上
、

全
児
童
・
全
教
員
に
対
し
、
４

〜
８
つ
の
便
器
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
小
便
所
の
数
は
さ
ら
に
少

な
く
、
男
も
女
も
そ
の
辺
（
必

ず
し
も
草
む
ら
や
隅
っ
こ
で
は

な
く
、
本
当
に
そ
の
辺
。）
で

済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
校
に
限
ら
ず
、
ゴ
ミ
は
そ

の
場
に
捨
て
る
た
め
、
街
の
中

心
部
は
特
に
ゴ
ミ
だ
ら
け
で
し

た
。

　

実
際
に
行
っ
た
活
動
は
、
巡

回
指
導
（
ほ
ぼ
こ
れ
に
終
始
し

ま
し
た
）、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
１
回
実
施
）、
新
聞
の
発
行
、

「
小
さ
な
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
協
力
隊
を
育
て
る
会
が
実

施
す
る
、
30
万
円
を
上
限
と
す

る
支
援
）」
を
利
用
し
た
井
戸

建
設
で
す
。

巡
回
指
導

　

手
洗
い
桶
や
飲
み
水
、
ゴ

ミ
箱
の
有
無
の
確
認
及
び
設

置
を
促
す
た
め
全
校
を
巡
回

し
ま
し
た
が
、
学
校
数
が
多

か
っ
た
こ
と
と
、
移
動
手
段
が

ほ
ぼ
自
転
車
か
徒
歩
に
限
ら

れ
て
い
た
た
め
、
効
率
的
に

行
え
ず
、
一
校
一
校
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
少
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
幾
度
も
訪
問
し
た

学
校
で
は
、
各
教
室
で
の
手

洗
い
桶
や
飲
み
水
の
設
置
、

小
便
所
の
建
設
な
ど
、
目
に

見
え
る
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

新
聞
の
発
行

　

巡
回
指
導
で
気
付
い
た
、

各
学
校
で
の
取
り
組
み
や

改
善
点
を
記
載
し
た
新
聞

を
２
年
間
で
５
回
発
行
し

ま
し
た
。

　　

ベ
ナ
ン
共
和
国
に
お
い
て
、

公
衆
衛
生
普
及
の
た
め
隊
員
派

遣
が
開
始
さ
れ
た
の
は
平
成
20

年
３
月
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、

パ
ラ
ク
ー
市
内
で
活
動
し
て
い

た
隊
員
も
お
ら
ず
全
て
が
手
探

り
の
状
況
で
し
た
。
同
市
に
赴

任
後
、
８
ヶ
月
間
も
の
間
仮
住

ま
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
乾
季

に
は
不
眠
症
に
な
り
、
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
ず
、
自
問
自

答
を
繰
り
返
す
日
々
で
し
た
。

２
年
目
に
行
お
う
と
思
っ
た
手

洗
い
講
習
会
も
、
現
地
教
員
に

よ
る
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
り
計
画
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
国
で
の
２
年
間

は
、
決
し
て
日
本
で
は
経
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、JICA

ベ
ナ

ン
事
務
所
所
長
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「『
何
を
し
た
か
』
で
は

な
く
、『
こ
れ
か
ら
何
を
す
る

か
』」
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

多
く
の
紆
余
曲
折
を
経
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
一
歩
一
歩
夢
に
向

か
っ
て
歩
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

羽
曽
部　

寛

青
年
海
外
協
力
隊
やJICA

の
詳
し
い
活
動
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活動を報告する羽曽部さん（左）

トイレの前に設置された手洗い桶

ゴミ拾いの様子

現地の校長達を前に手洗いの指導法を
提案する羽曽部さん（正面右から2人目）

現地の小学校校舎

朝の水汲みの様子

世
界
中
ど
こ
に
行
っ
て
も

　
　

子
ど
も
達
の
笑
顔
は

す
ば
ら
し
い
宝
物
で
す
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保育所で団子さし
1月14日（金）、保育所において「団子さし」が行

われました。

団子さしは、小正月の伝統行事で、米粉を練った赤・

青・黄色の団子と菓子で作った亀・鶴・大判小判など

を枝にとりつけたミズキの木を茶の間の中柱に飾り付

け、「豊作祈願」・「一家繁栄」・「豊かな生活」を願うと

いわれています。

園児たちは、「やっこ」や「亀」の折り紙をミズキの

枝に括りつけると、町食生活改善推進員会の皆さんの

協力をいただき、色とりどりの団子や縁起物の飾りを取

り付けて「団子さし」を完成させました。また、おやつ

にはできたてのきな粉団子も振舞われ、園児たちの元

気がいっぱいの賑やかなひとときとなりました。

文化財を火災から守ろう！
１月23日（日）、本寺地区において文化財建造

物防火査察及び火災発見通報・放水消火訓練が実

施されました。

第 57 回文化財防火デーに伴って行われたもの

で、町消防団をはじめ、各文化財管理者や地区の

方々など約 30 名が参加し、防火設備の確認や万

が一の火災に備えた訓練を実施しました。放水消

火訓練では、仁王門西側の林から出火したとの想

定により、消火栓や防火水槽を実際に使用した訓

練がなされました。

磐梯町には歴史的遺産が数多くあります。これら

を火災から守るためにも地域ぐるみで防災につとめ

ましょう。

故 秋山 不二夫さんへ栄典伝達
１月24日 (月）、役場において故 秋山 不二夫さ

ん（大寺三区）に対する叙位（正六位）の伝達が

行われました。

秋山 不二夫さんは、昭和 38 年から通算で 10

期 40年間にわたり町議会議員をつとめられ、地方

自治発展のために尽力されました。この度、こうし

た長年の功績を讃えて内閣総理大臣から叙位が授

与されました。

伝達式は、町長同席のもとで行われ、畠 利行 

会津地方振興局長からご子息の秋山 知広さんに叙

位の旨を記載した位記が手渡されました。位記を手にする秋山 知広さん（中央）
（148）

なぜ　湯 殿 山 18

ここまで来て、ふと思い出した。武
蔵坊弁慶が源義経をかばいながら東
北平泉に逃れる話である。そこには、
「安宅・あたか」の新関所（仮構）
現石川県小松市。
謡曲集、新潮社日本古典集成の「安

宅」による。安宅の関守富樫某は、
弁慶先達の山伏の群れを、ほぼ義経
と疑いしきりに山伏が本物かどうか、
山伏問答で苦しめる。
その中に、富樫某の山伏一人も通

し申すまじく候と攻める。弁慶山伏の
説明。
「いでいで最後の勤めを始めん。そ
れ山伏といっぱ　役の優婆塞の行儀
を受け、その身は不動明王の尊容を
象り、兜巾といっぱ、五智の宝冠なり
　十二因縁のひだを据えて戴き　九
会曼荼羅の柿の篠懸　胎蔵黒色の脛
巾はばきを履き　さてまた八つ目藁
鞋は　八葉の蓮花を踏まえたり　出
て入る息に阿吽の二字を唱へ　即心
即仏の山伏を　ここにて射ち留め給
はんこと　冥の照覧計りがたう熊野権
現のおん罰を当たらんこと」
勧進帳あらばこそと笈の中より往来

の巻物を帳に見立て　東大寺の勧進
することを「天も響けと読み上げたり」。
関守富樫某恐れをなして通しけり、
承り候と立ち去る。という謡曲の話で
ある。

（文・写真　國分）

小学校で節分豆まき
2 月 2 日（水）、第一小
学校において節分集会が
開かれました。
各学年毎に豆まきが行

われると同時に、年男・
年女の 5年生は、特製の
かみしもを着て職員室な
どの教室を回り、「鬼は外。
福は内」のかけ声とともに
威勢よく豆をまきました。

2月 3日（木）、第二小
学校において、豆まき集
会が開かれました。
節分の由来などについ

て調べてきたことを２年
生が発表し、５・６年生
代表の「鬼は外。福は内」
のかけ声を在校生が復唱
して元気に豆まきをしま
した。

道の駅で新春もちつき
1月2日（日）、「道の駅ばんだい」
において「もちつき会」が開かれました。
つきあがったもちは、300食分のあ

んこもちときなこもちに加工されて道の
駅の来場者に振舞われました。
また、子ども達を対象にしたもちつき
体験も行われ、杵と臼でつく昔ながら
の餅つきに、会場からは子ども達の元
気な歓声が聞かれました。

竜
宝
寺
参
道
入
口　

本
寺
地
区

　
　

二
つ
あ
る
う
ち
の
一
つ　

年
代
不
明

5年生による豆まき（第一小学校）

５・６年生による豆まき（第二小学校）

幼稚園元気に雪遊び
 1月19日（水）、アルツ
磐梯スキー場において幼稚
園「親子雪遊び」が行われ
ました。園児たちは、時折
吹き付ける雪や寒さをもの
ともせず、元気に雪遊びを
満喫しました。
親子で「貨物列車ゲーム」

を楽しみながら体を温めると、友達や家の人と一緒にソリ遊びを
楽しみました。また、保護者参加の「スノーフラッグ」や親子で
協力して取り組む「おやつ拾い」などのゲームも行われ、真冬の
ゲレンデは親子の歓声に包まれました。
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気にかけ合って声かけ合って気にかけ合って声かけ合って

冬場の風邪対策冬場の風邪対策

◆問い合わせ先　磐梯町保健福祉センター　☎ 0242-73-3101

◆問い合わせ先　磐梯町地域包括支援センター　☎ 0242-73-3530

今年の雪は例年にない降雪量ですね。寒さも例年以上に感じるのではないでしょうか。
空気が乾燥し、気温・湿度が低くなると風邪をひきやすくなります。インフルエンザや
胃腸炎も流行しています。
健やかにこの季節を乗り切る方法について考えてみましょう。
暮らしのポイント
①うがい・手洗いをこまめに行う

まずは、原因となるウィルスを体の中に入
れないことです。うがいをするときは 3回く
らい行いましょう。
手は指の先や手の甲、親指の付け根のあた
りが洗い残しが多いようです。石けんをつけ
てよく洗い、流水でよくすすぎましょう。

②湿度の調整
冬は寒いため戸や窓の開け閉めも必要最小
限で行うため空気の対流が少なく、またヒー
ターなどの使用により空気が汚れます。夏に
比べて湿度も低くなります。ウィルスは湿度
が低くなると活動が活発になるといわれてい
ます。
暖房器具を使う場合は、加湿できるもの（加
湿器、洗濯物、ぬれたタオルなど）を室内に
置き、湿度が低くならないようにしましょう。

③早寝早起き
寝不足・寝過ぎは免疫を下げるといわれて
います。また、夜更かしもホルモンバランス
を乱す原因になるようです。

④腹八分目
過食は胃の負担を増やします。

⑤３つの首を暖める
手首・足首・首は寒さを感じやすい場所と
言われています。暖めると血行も促進され、
リンパの流れも良くなるようです。
また、喉の中にはウィルスを外に排出する
機能（せん毛）がありますが、血行が良くな
るとせん毛の動きも良くなるようです。

※ 　予防が一番重要ですが、かかってしまった
時には早めにかかりつけの先生に相談しま
しょう。

「第10回磐梯町国際教育交流派遣事業」
カナダ訪問記　Vol.5

「百聞は一見に如かず！」
磐梯中学校３年 　南部 健多

日本に帰ってきてからも「またビリヤードがした
い。」「ホストファミリーのあの子は元気かな？」と
思うくらいに、カナダでホストファミリーと過ごし
た時間はとても楽しいものでした。
実は、僕たちが本来お世話になるはずだった家族
の都合が悪くなり、受け入れてくださる家族が変わっ
たということが伝えられたのは、カナダに出発する
当日の成田空港でのことでした。
でも、結果的には一緒に過ごせてとても良かった
と思えるような温かいファミリーで、楽しい思い出
がいくつもできました。ビリヤードもその一つで、
仕事で忙しいホストファーザーが僕たちと触れ合う
きっかけとして教えてくれたゲームです。

初めて行った外国で初めて出会う人たちと一緒に過ごすというのは、不安からの出発にはなりますが、
過ごしているうちに全てが徐々に解消されていくという経験はお金では買えないものだと思います。今
後も多くの人たちにこのような体験をしてほしいと思いました。ただ、心残りは、せっかくカナダに行
くのだったらバンクーバーオリンピックのことをもっと調べてから行けば良かったということです。

「国際交流は『習うより慣れろ』を体験する機会」
磐梯中学校２年　五十嵐 大樹

磐梯町には、カナダとのつながりでトーテムポー
ルがあることは聞いていましたが、あまり考えずに
見上げていたような気がします。ところが、今回、
本場のカナダで１本の木を刻んで作った高いトーテ
ムポールや、広場に立ち並ぶたくさんのトーテムポー
ルを見て、そのすばらしさに感動しました。原住民
の人たちがつくったというそれは、全部違っていて、
見ていて飽きませんでした。
また、今回のホームステイでは ALT（語学指導助手）
のダン先生と一緒の家にお世話になったので、僕に
対する難しい英語での質問はなく、２日くらいで英
語だけの生活にも慣れました。カナダではホストファ
ミリーの仕事場にも連れて行ってもらい、大工仕事
をするところも見せていただきました。

また、バーベキューも体験したのですが、ハンバーグを焼いてハンバーガーをセルフサービスで作っ
て食べるという形だったのにびっくりしました。国によって、食べ方も食べるものも変わるという体験
ができたという点では、よい勉強になりました。これからも、多くの中学生に国際交流の体験をしてき
てほしいと思います。ぜひ、これからも国際交流事業を続けてください。

ホストファミリーの男の子とビリヤード台の前で

ホストファミリーとの対面

介護保険制度が始まって、10 年が経過しよ
うとしています。瑠璃の里の車をはじめ、いろ
いろな事業所の車が、町の中を行き交う姿は日
常になってきました。
「年を重ね、からだが思うように動かなくなっ
てきたなぁ」「去年の今頃とは違う、一年一年
違う」と高齢の方がよくお話をされます。だれ
もが老いていくことの不安や心配を抱えなが
ら、暮らしておられるのではないでしょうか。
介護保険制度は整いましたが、わたしたちが年
老いても住み慣れた町で安心して暮らし続ける
には、介護保険制度だけでは十分ではありませ
ん。
ご近所やお仲間同士、互いに気にかけたり声
かけたりする温かさが、何よりも心強いもので
す。「だいじょうぶかよ」「何かあったら、言っ
てよ」と。

昨年度、地域包括支援センターでは『60 代
からの介護予防教室』を開催しました。“ 元気
なからだづくり、楽しみづくり、地域づくり ”
をテーマに、介護予防について学び合い、自分
らしく年を重ね実りある生活を生き生き過ごす
きっかけにしていただくこと、そして、心身と
もに元気を蓄え、その力を地域に活かしていた
だきたいとの思いから講座を開催しました。
講座には、50代、60 代まだまだ現役で活躍
されている町民の方々 10 名が参加してくださ
いました。そして、参加された皆さんが、将来
自分たちが年老いても安心して暮らせる地域づ
くりを目指して、ボランティアグループ『つく
しんぼ』を立ち上げ活動を始めました。
その活動のひとつ、高齢者の方が気軽に立ち
寄れるサロン「お茶飲み会」をスタートさせ、
好評を得ています。まさに “ 気にかけあって声
かけあって ”。
※ 　次号で活動の様子をお伝え
します。
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〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
〕

１
月
14
日(

金)

、
幼
稚
園

に
お
い
て
団
子
さ
し
を
行
い
、

食
生
活
改
善
推
進
員
４
名
の
方

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
団
子
さ
し
の
由
来

を
話
し
て
い
た
だ
き
、
団
子
作

り
に
移
り
ま
し
た
。
粉
を
こ
ね
、

カ
ボ
チ
ャ
や
紫
イ
モ
、
そ
し
て

抹
茶
な
ど
の
天
然
の
も
の
で
色

を
つ
け
る
と
園
児
か
ら
「
色
が

つ
い
て
き
た
!!
」「
と
て
も
良
い

に
お
い
が
す
る
ね
」
と
言
う
声

が
あ
が
り
、
真
剣
に
こ
ね
る
動

き
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
小
さ
い
手
で
一
生
懸

命
団
子
を
丸
め
、
ミ
ズ
キ
の
木

に
、
皆
で
挿
し
ま
し
た
。
折
り

紙
で
作
っ
た
鶴
や
亀
も
一
緒
に

飾
り
つ
け
、
と
て
も
き
れ
い
に

で
き
あ
が
り
、
和
や
か
に
会
を

終
え
ま
し
た
。

〔
公
民
館

図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り
〕

町
中
央
公
民
館
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
本
を
借
り
る
場
合
、
登

録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

本
を
借
り
た
い
と
い
う
方
は
、

公
民
館
事
務
室
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
も
絵
本
を
中
心
に

小
説
や
図
鑑
な
ど
様
々
な
図
書

を
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

〔
お
知
ら
せ
〕

磐
梯
弘
報
３
月
号
の
生
涯
学

習
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
の
平
成

23
年
度
「
生
涯
学
習
事
業
」「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」
の
計
画
を

掲
載
し
ま
す
。

公
民
間
事
業
の
各
講
座
や
各

種
大
会
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
覧
願
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

大
会
成
績
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

○
オ
ー
プ
ン
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

１
位　

高
埜　

亮

２
位　

金
田　

基
寛

３
位　

平
山　

和
宏

○
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
の
部

１
位　

高
埜　

亮

　
　
　

五
十
嵐　

美
文

２
位　

金
田　

基
寛

　
　
　

鈴
木　

加
代
子

３
位　

平
山　

和
宏

　
　
　

佐
藤　

晴
美

ピンと張り詰めた空気の中で、集中！集中！

上手に丸めることができました♪ 真剣なまなざしで見つめています

団子さしをとても上手にできました。全員で記念撮影です

〔
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〕

１
月
23
日
（
日
）、
町
民
体

育
館
に
お
い
て
、
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
、14
名
の
参
加
が
あ
り
、

オ
ー
プ
ン
シ
ン
グ
ル
ス
、
そ
し

て
参
加
者
に
よ
る
く
じ
引
き
で

ペ
ア
を
決
め
る
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ

ル
ス
の
２
種
目
で
対
戦
を
行
い

ま
し
た
。

春季全国火災予防運動が実施されます春季全国火災予防運動が実施されます
－３月１日から３月７日まで－－３月１日から３月７日まで－

火災が発生しやすい季節となります。火災の発生防止、火災による死亡
事故がなくなるよう春季全国火災予防運動を実施します。
火の取扱いや後始末に注意するなど、火災予防を徹底しましょう。

※　 平成 23年５月 31日までに既存の住宅においても住宅用火災警報器の設置が義務付けられていま
す。早めに設置しましょう !!

交通遺児育成資金の貸付について交通遺児育成資金の貸付について 国民年金基金のご案内国民年金基金のご案内
－国民年金第一号被保険者の皆様へ－－国民年金第一号被保険者の皆様へ－

国民年金基金は、自営業、農業などの国民年金
の第一号被保険者の方々が加入できる「国民年金
法」で定められた公的な年金制度です。

・ 国民年金に加入している 20歳以上 60歳未
満の方が加入できます。
・ 毎月の掛金は加入時の年齢で異なり、受け取
る年金額は加入口数によっ
て自由に設計できます。
・ 平成 21年 4月から掛金
が小口化され加入しやすく
なりました。
・ 掛金は全額社会保険料控
除、受け取る年金は公的年
金等控除の対象になり、税制面で優遇されま
す。

詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ先
　福島県国民年金基金　☎ 0

フリーダイヤル

120-6
ローゴ

5-4
ヨ イ ク ニ

192
　〒 960-8043　福島市中町 1-19 中町ビル 5F
　http://www.fnpf.or.jp/

平成22年度全国統一防火標語
「消したかな」　　あなたを守る　　合言葉

独立行政法人自動車事故対策機構では、交通
遺児の健全な育成を図るため、育成資金を貸し
付けています。
貸付対象者
自動車事故が原因で保護者が死亡したり、保護者
に重い後遺障害が残ったりした家庭の中学校卒業
までの子ども
貸付金額
一時金…155,000円　毎月…20,000円

貸付期間
貸付が決定した月から中学校卒業の月まで

利子
無利子

貸付条件
市町村民税が非課税または均等割のみ課税の
世帯

※ 　重度後遺障害者への介護料支給制度などもあり
ますので、詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ先
独立行政法人自動車事故対策機構 福島支所
☎ 024-522-6626　FAX 024-522-6627

《３つの習慣》
１．寝たばこは、絶対やめる。
２． ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。

３． ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

《４つの対策》     
１． 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。

２． 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎製品を使用する。

３． 火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器等を設置する。

４． お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

◆問い合わせ先　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

－住宅防火　命を守る７つのポイント－
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平成23年度 地域づくり応援事業を募集します平成23年度 地域づくり応援事業を募集します 放送大学4月入学生募集放送大学4月入学生募集
放送大学はテレビや
ラジオの放送を通して
学ぶ遠隔教育の大学で
す。働きながら学んで
大学を卒業したい、学
びを楽しみたいなど、
様々な目的で、幅広い
世代の方が学んでいます。
心理学、福祉、経済、歴史、文学、自然科学など、

幅広い分野を学べます。
ただいま平成 23年 4月入学生を募集していま
す。詳しい資料を無料で送付しますので、お気軽
にお問い合わせください。
募集学生の種類
教養学部
科目履修生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

大学院
修士科目生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）

出願期間
平成 23年 2月 28日（月）まで

◆問い合わせ先
　〒963-8025
　郡山市桑野1-22-21（郡山女子大学内）
　放送大学福島学習センター　☎ 024-921-7471
　http://www.ouj.ac.jp

全会津 17市町村等で構成している「あいづふ
るさと市町村圏協議会」では、地域づくり・人づ
くりなどを積極的に実践する団体を支援するため、
ソフト事業を対象とした補助金を交付します。
募集期間
平成23年2月21日（月）～3月14日（月）

補助金額
最大 70万円（補助対象経費の 3分の 2以内）

対象事業
・広域的な波及効果があるソフト事業
・地域の特色、特徴を出したソフト事業
・地域間交流につながるソフト事業
申請書の入手方法
① あいづふるさと市町村圏協議会ホームペー
ジよりダウンロード
　ホームページ「パーフェクトあいづ」
　http://www.aizu-furusato.com
②磐梯町役場 政策課 政策グループで入手
③あいづふるさと市町村圏協議会事務局で入手

申請窓口
磐梯町役場 政策課 政策グループへ提出
（原則として磐梯町内で実施する事業に限られ
ます。）

申請結果の通知
平成 23年 5月下旬予定

◆問い合わせ先
〒 965-0037　会津若松市中央三丁目 10-12
あいづふるさと市町村圏協議会事務局
☎ 0242-24-6312

自動車の登録・検査の手続きはお早めに自動車の登録・検査の手続きはお早めに

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23年 1月末現在）

2月28日（月）

固 定 資 産 税（第4期）
介 護 保 険 料（第6期）
後期高齢者医療保険料（第7期）

お忘れなく！

お 知 ら せお 知 ら せ

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた
●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

12/31 足 利 　 淳　こぶしケ丘 78歳
 1/10 大 塚 キ ソ　更 科 団 地 83歳
 1/18 穴 澤 常 江　磨 上 83歳
 1/21 日下チミ子　入 倉 72歳

（1月期　敬称略）

12/31 村 澤 寿
す ず

々　 女 賢也 下 西 連
 1/11 小檜山美

み え

枝　 女 慎吾 落 合
 1/13 鈴 木 温

の ど か

日　 女   忍 下 西 連

毎年、年度末の 3月期は自動車の登録 ･検査の
申請のため、多くの方が訪れ、窓口が大変混雑し
ます。その結果、手続きに何時間もかかることも
あり、申請者の皆様には大変ご迷惑をおかけして
おります。
名義変更や住所変更、廃車、車検などの手続き
は 2月中に行うなど、できるだけ早めに済ませて
いただくようお願いします。

◆問い合わせ先
　東北運輸局福島運輸支局（福島市吉倉字吉田54）
　登録関係　☎050-5540-2015
　検査関係　☎024-546-0342
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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和ちゃん（赤枝）
平成22年9月7日生まれ

５月の連休明けのよく晴れた日に、宿泊学習を翌日に控え

た２年生の生徒たちと一緒に弁当を食べる機会をいただきま

した。

磐梯中学校の屋上から見る校庭は、縁取りのように植えら

れた桜の花が満開に咲き誇り、そこにそよぐ心地よい風に

乗って、止めどなく桜吹雪が舞い散り、まるでピンク色の絨

毯を敷いたようでした。そこに集う生徒たちは思い思いの場

所に座り、桜の花を愛でながら、おいしそうに弁当を頬張り、

花のように笑いあっていました。なんて素敵な光景なので

しょう。なんて素敵なひと時なのでしょう。

自然豊かな磐梯町で磐梯中の生徒たちはみんな明るくて素

直。素直な生徒たちが作り上げる素敵な時間に、磐梯町に住

む方々の明るさと温かさを見たような気がしました。また、

先生方も一緒に輪（和）になって笑いあっている姿に、厚く

温かい信頼関係を強く感じました。

週２日間の勤務なので、一緒に過ごせる時間は多くはあり

ませんが、与えられた時間の中でできる限り生徒たちと共に

過ごし、磐梯のよさを少しでも多く吸収できるように努力し

ていきます。よろしくお願いします。

磐梯中学校
　講師　安達 寛子
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